




















す。そこで ILO の創立からの歴史を探ると同時に，今日の ILO が抱えている問題，とりわけ私の
専門である国際労働基準について，総括的なお話をさせていただきたいと思います。
ILO の設立
　ILO の出発点は 1919 年の第一次世界大戦を終了させる平和会議でした。そのことは非常に重要
な意義を持っていることを想起したいと思います。
　写真 1 はベルサイユ平和会議です。写真 2（次頁）は，平和会議のあとに調印されたベルサイユ













準設定の今日的意義」『Work & Life  世界の労働』2019 年，5 号（2019 年 9 月），「ビジネスと人権―ソフトロー








































　ジュネーブで第 3 回総会が初めて開かれたときの事務局本部は，写真 10 のような建物でした。
現在は赤十字本部になっています。写真 11 は，初代事務局長のアルベール・トーマ（Albert 
Thomas）と 2 代目のハロルド・バトラー（Harold Butler）です。2 人の写真も ILO のアーカイブ
から引き出すことができます。
三者構成主義
　1926 年から 1974 年まで半世紀にわたって，本部があったのは，写真 12（次頁）の建物です。現




















　ILO では数年前から 100 周年を祝うさまざま
な活動を行ってきました。この 4 月には，ILO に関係する労働法と国際法学者を集めて，3 日間の
セミナーがジュネーブで開かれました。私も参加したのですが，その時に，特別な見学をさせても
































　ちなみに，日本は 1940 年から 1951 年まで，ILO
を脱退していました。
　写真 17 が現在の本部で，よく見る光景です。写








真 19，20（次頁）は，総会と，たまたまニュージーランドの 4 人の代表団ですが，代表団は政府 2
人，労使それぞれ 1 人の代表からなり，総会に参加します。
　理事会も同様です。写真 21 は，今年の 4 月に行われた，Law for Social Justice と呼ばれるセミ
写真 16　MorriceHall,McGillUniversity,where











































　写真 24，25 は，最近の ILO 条約勧告適用専門家委員会の模様です。専門家委員会は，連綿と 90
年にわたって ILO 基準の適用監視の一角を担っています。　　　　　
守るべき価値と促すべき変化
　私は今年，日本 ILO 協議会が発行している雑誌『Work & Life 世界の労働』に「国際労働基準
設定の今日的意義」と題する論稿を寄せました（『Work & Life 世界の労働』2019 年，5 号，2-8
写真24　ILO条約勧告適用専門家委員会（2014年）




































































　引用部分の最後に記したのは，「超グローバル化した 21 世紀における ILO 基準（国際労働基準）
設定の意義も，1919 年以降の 20 世紀におけるそれが持つ意義と基本的に変わるものではない」と



















合がある。とりわけ日本です。図 1 は ILO のホームページの NORMLEX というところから取った
指標，図ですが，全体として 8,000 を超える批准数があります。200 近い条約が全部批准されると，
単純集計すると 8,000 を超えます。それから，個別に第 87 号条約から第 144 号条約まで，基本権
条約 8 つと，ガバナンス条約 4 つの批准数が出ていますが，基本権条約を見ても，たとえば第 29
号条約などは 178 の批准数がありますが，なかなか難しい条約もあります。





　表 1 は日本の駐日事務所のホームページから取ったものですが，条約の数は 189 で，日本の批准













































































もらおうではないかという発想です。これは ILO だけではなく，OECD もそうですし，最近は国
連指導原則といわれるビジネスの人権の原則を採用して，直接企業に働き掛けています。これを
ILO も取り込むべきではないかという動きがあって，そういう方向も見えてきているところです。
　ただし，そういった動きはあることはあるのですが，ILO の基幹業務は，やはり国際労働基準の
設定と実施の監視でありまして，それ以外の方法で実質的に国際労働基準遵守を確保していくとい
うようなことは，あくまでも補充的性質を持つものであるということは，やはり最後にいわざるを
得ないと思います。そういう意味で，1975 年の事務局長報告を何度も引用していますように，「守
るべき価値」はしっかり守っていく。「促すべき変化」もあるけれども，それは補助的なものとし
てやっていくというのが，今日の ILO の最新の状況ではないかと思います。
　労働基準に若干フォーカスを当てた講演になりましたけれども，ILO 全体の活動についてと日本
の課題を含めさせていただきました。ご清聴ありがとうございました。（拍手）
【写真出典】
　ILO ホームページ（http://www.ilo.org/dyn/photolib/en/f?p=600817:1:6098302712025:，最終閲覧 2020
年 7月6日）　
